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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成25年11月7日(2013.11.7)

【公開番号】特開2012-79090(P2012-79090A)
【公開日】平成24年4月19日(2012.4.19)
【年通号数】公開・登録公報2012-016
【出願番号】特願2010-223705(P2010-223705)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/0482   (2013.01)
   Ｇ１１Ｂ  20/10     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  27/34     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   3/048   ６５４Ｂ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    　　　Ｅ
   Ｇ１１Ｂ  27/34    　　　Ｓ

【手続補正書】
【提出日】平成25年9月20日(2013.9.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　インタラクティブグラフィクスプレーン１２で用いられる画像データがＰＮＧ形式であ
る場合には、画像データ中に、画素毎に不透明度データα２（０≦α２≦１）を設定する
ことができる。不透明度データα２は、乗算器２７に供給される。乗算器２７では、ＲＧ
Ｂ／ＹＣｂＣｒ変換回路２６Ｂから入力されたＹＣｂＣｒデータに対し、輝度信号Ｙ、色
差信号Ｃｂ、Ｃｒのそれぞれについて、不透明度データα２との乗算が行われる。乗算器
２７による乗算結果が加算器２８の一方の入力端に入力される。また、不透明度データα
２の補数（１－α２）が乗算器２５に供給される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　なお、以下では、フラグauto_action_flagにより、選択状態となったときに、割り当て
られた機能が自動的に実行されるように定義されたボタンを、オートアクションボタンと
呼ぶ。
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